
「４ 突発湧水対応 （１）」（見解）

（参考）地質観察記録簿の例
地質観察記録様式（その１）

特記

事項

一軸圧縮強度

ポイントロード

ハンマーの

打撃による

強度の目安

評価区分

風化の目安

熱水変質

などの目安

評価区分

E

割れ目の間隔

RQD

評価区分

割目の開口度

割目の狭在物

割目の粗度鏡肌

評価区分

確認日 確認者 現場代理人 主任技術者

測定者（請負）

確認者（施工管理者）

トンネル名 位　　置
起点からの距離 未固結地山の場合は、下記項目の追記を要す

坑口からの距離

岩石名

形成地質時代 不連続面 1.　割れ目発達　2.シーム　3.断層　4.不整合　5.その他（　　　　　　　）

特殊条件

状　　態
膨張性地山・偏圧・流動性・小土被り（　）m・構造物近接・河川直下

その他特殊な条件：
土質

1.　粘性土　2.　砂質土　3.礫質土　4.特殊土（ｱ.まさ土　ｲ.火山灰　ｳ.　シラス　ｴ.有機質土）
5.その他（　　　　　　　　）

地

山

の
状

態

地層の状態
1.単一土層　2.互層（ｱ.水平 ｲ.傾斜）　3.レンズ状の挟み層（ｱ.なし　ｲ.あり）

　4.その他（　　　　　　　　）
土 被 り 総合判断 地山区分あるいは

パターン区分の判定
特殊な状態

1.崖錐層　2.段丘堆積物　3.火山破屑岩　4.泥流岩　5.岩盤との境界部　6.断面外の上部に軟

弱層あり　7.埋土・盛土　8.その他（　　　　　　　　）
岩　　種

1.　ルーズ
2.　締まっている

礫径

1. 2～5cm　2. 5～20cm
3. 20～75cm  4. 75～
300cm  5.300cm以上

礫分の比

1.　30%以下
2.　30～50%
3.  50%以上　　　　掘削地点の地山の状態と挙動

切羽で採用している

補助工法
長尺先受け（　°本）・短尺先受け（　°本）・鏡ボルト（　本）・地盤改良

種

　

　
類

粘性土
1.　軟らかい（4＞N）　2.中位（8＞N≧4）　3.硬い（15＞N≧8）

　4.非常に硬い（30＞N≧15）　5.固結（N≧30）

地

質

構
造

砂質土 1.　緩い（10＞N)　2.中位（30＞N≧10）　3.密な（50＞N≧30）　4.非常に密な（N≧50）

礫質土

1.　透水層　2.不～難透水層　3.両者の互層
4.その他（　　　　　　　）

A 切羽の安定 1. 安　定
2.　鏡面から岩塊が

抜け落ちる

3.　鏡面の押出しを

生じる

4.　鏡面は自立せず崩落

あるいは流出 地下水頭（掘削時） F.Lより±　　　　m

観察項目 評価区分
地山の特性 N値 透水性

湧水の水素イオン濃度（ｐH)

B 素掘面の状態 1.　自　立
2.　時間が経つと緩み

肌落ちする

3.　自立困難掘削後,

早期に支保する

4.　掘削に先行して山を

受けておく必要有

4以上 4～2 2～1 1～0.4 0.4以下

岩片を地面に置

きハンマーで強

打しても割れに

くい

岩片を地面に置き

ハンマーで強打す

れば割れる

C 圧縮強度

(N/mm2)

100以上 100～50 50～25 25～10

岩片を手に持っ

てハンマーでた

たいて割ることが

できる

岩片どうしをた

たき合わせ割る

ことができる

両手で岩片を部

分的にでも割る

ことができる

力を込めれば，

小さな岩片を指

先で潰すことが

できる

1 2 3 4 5 6

10～3 3以下

F 割目間隔

d≧1ｍ 1ｍ＞d≧50cm 50cm＞d≧20cm

変質は見られない
変質により割れ目に

粘土を挟む

変質により

岩芯ま で強度低下

著しい変質により

全体が土砂状,粘土化

1 2 3 4

D 風化変質

概ね新鮮
割れ目沿いの

風化変質
岩芯ま での風化変質

土砂状風化

未固結土砂

80以上 80～50 60～30 40～10 20以下

破砕部の切羽に占める割合 1.　5%＞破砕 2.　20%＞破砕≧5% 3.　50%＞破砕≧20%
4.　切羽面の大部分が

破砕されている状態

1 2 3 4 5

20cm＞d≧5cm 5cm＞d

なし なし なし
薄い粘土を挟む

（5ｍｍ以下）

厚い粘土を挟む

（5ｍｍ以上）

粗い

G 割れ目の状態

割れ目は密着している
割れ目の一部が開口して

いる（幅＜1ｍｍ）

割れ目の多く が開口し

ている（幅＜1ｍｍ）

割れ目が開口している

（幅1ｍｍ～5ｍｍ）

割目が平滑 一部に鏡肌 よく 磨かれた鏡肌

1 2 3 4

割れ目が開口し5ｍｍ

以上の幅がある

I 湧水　目視での量
なし，滲水 滴水程度 集中湧水(      ℓ/分) 全面湧水(      ℓ/分)

H 割れ目の形態

1.　ラン

ダム方

形

2. 柱状

3. 層状

片状

板状

4.　土砂状,細
片状　未固結

1 2 3 4

J 水による劣化
なし 緩みを生ず 軟弱化

記載者氏名

割

れ

目
の

方

向
性

縦断方向

（切羽鏡面）

1.水平（10°＞θ＞0°）　2.さし目（30°＞θ≧10°,80°＞θ≧60°）　3.さし目（60°＞θ≧30°）　4.流れ目（60°＞θ≧30°）　5.流れ目（30°＞

θ≧10°,80°＞θ≧60°）　6.垂直（θ≧80°）　　　【最大傾斜角】

横断方向

（切羽鏡面）

1.水平（10°＞θ＞0°）　2.さし目（30°＞θ≧10°,80°＞θ≧60°）　3.さし目（60°＞θ≧30°）　4.流れ目（60°＞θ≧30°）　5.流れ目（30°＞

θ≧10°,80°＞θ≧60°）　6.垂直（θ≧80°）　　【見かけの傾斜角】

流出

1 2 3 4

1.互　　層 2.不 整 合 3.岩脈貫入 4.褶　　曲 5.断　　層 6.そ の 他

トンネル掘削方向　N45W 

N  

切羽観察図の例 （スケッチまたは写真のいずれでも良いが，以下の例に準ずること）

切羽スケッチ 

切羽写真添付 

記事  

記事  

切羽中央から下は茶色（砂）層、黒色（粗

砂）、灰色（シルト～砂）にて形成されてお

り、比較的安定している。しかし、中央より

上については青灰、灰色（粘性土）層で非常

に脆い。

写真を添付する場合も、手書

きスケッチと同様に層理，節

理，断層等の走向傾斜および

湧水等の記事を明記すること。 

注）下半掘削時は新たにスケッチを提出すること。
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「４ 突発湧水対応」

事項の内容

(２) 得られた地質データの公表時期と方法
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「４ 突発湧水対応 （２）」（見解）

・工事中に得られた地質データは、トンネル湧水量の報告（週１回
を基本）と合わせて、静岡県へ随時報告します。データとしては、
地質観察記録簿（前掲）などが考えられます。報告内容等は今後、
静岡県と相談して決めていきます。

・また、当社は毎年６月末に、前年度に実施した事後調査・モニタ
リングの結果や環境保全措置の実施状況について、条例に基づ
く事後調査報告書とは別に、当社の取り組みとしてまとめた「環境
調査の結果等」を静岡県等へ送付のうえ、公表しています。

・工事中に得られた地質データは、 「環境調査の結果等」の公表

時期にあわせて、分かりやすく資料としてとりまとめ、静岡県等へ
送付のうえ、公表することとします。公表資料は、弊社ホームペー
ジに掲載することなどを考えています。

○工事中に得られた地質データの公表時期と方法
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「４ 突発湧水対応」

事項の内容

(３) 地質の状態を把握するのに、オールコアボーリングを全工区
で実施する必要はないとする根拠
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「４ 突発湧水対応 （３）」（見解）

・中央新幹線で計画する山岳トンネルのうち、『先進坑』を設けるト
ンネルは、「南アルプストンネル」だけです。

・南アルプストンネルは、急峻な地形で土被りが大きく、地質も複
雑であるため、小断面トンネルの『先進坑』を本線トンネルに先
立って掘削します。

・先進坑掘削により地山を直接確認し、岩種はもちろん、岩盤の
流れ、岩石の分析も可能となります。これは、先進坑自身が大き
なコアボーリングの役割を果たしているとも考えられます。

・なお、先進坑の掘削にあたっては、先進ボーリングを実施すると
ともに、破砕帯等や湧水量の変化が著しい場所、地質の変化が
想定される箇所では、コアボーリングをしっかり行っていくことを
考えています。

・以上のことから、全工区でコアボーリングを実施する必要はない
と考えています。
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「４ 突発湧水対応」

事項の内容

(４) コアボーリング完了後の調査結果を用いた湧水量の推定方法
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・先進ボーリングで得られたデータ（湧水量、地山性状）を確認し、その結
果、地質が悪い箇所ではコアボーリングなどを実施し、トンネル掘削前
に透水係数などの物性値を把握し、これらを用いて先進坑の湧水量の
推定を行います。

・先進坑で得られたデータ（湧水量、透水係数等）により、本坑の湧水量
の推定を行います。

・先進坑の湧水量については、その時点までのトンネル湧水量の推移と
前方のボーリング湧水量を見ながら、これから掘削を行う前方の湧水
量を推定します。

・湧水量推定方法としては、例えば、水収支解析モデルに使用した掘削
箇所周辺の透水係数とコアボーリングで得られた透水係数を比較し、そ
の時点におけるトンネル湧水量を基準にこれから掘削を行う前方の湧
水量の増減を推定していきます。

〇先進ボーリングで得られるデータによるトンネル湧水量の推定

「４ 突発湧水対応 （４）」（見解）
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「４ 突発湧水対応」

事項の内容

(５) 「突発湧水が発生した場合でも、山体内部の地下水が枯渇す
ることはない」とした根拠
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山体表層部の地下水：自由地下水

計画路線（トンネル）

断層や破砕帯

地質境界

風化帯等

帯水等

山体内部の地下水：被圧地下水

地下水面

破砕帯の地下水

・自由地下水と連続して
いることがある。

図 地下水の概念図

・降水起源で流動しやすい。

・大気圧と平衡状態であり、基本的には
大井川などの河川を涵養する水源と
なる。

・長期間、地下で涵養している。
・山体表層部の地下水とは水理学

的に連続していない。

①局所的に山体表層
部の地下水へ影響を
及ぼす可能性がある。

①突発湧水が破砕帯で発生し、破砕帯の地下水が自由地下水と連続している場合

・南アルプスの地質は鉛直方向の連続性が卓越しており、破砕帯は山体のごく一部です。破
砕帯において、局所的に山体表層部の地下水へ影響を及ぼす可能性がありますが、自由
地下水は降雨等により涵養され、また、トンネル湧水を低減する為の対策によりコントロー
ルしていくため、山体内部の地下水が枯渇することはないと考えています。

②突発湧水が山体内部の地下水（被圧地下水）に起因して発生した場合

・山体表層部の地下水とは水理学的に連続していないため、トンネル周辺の一定の範囲にお
いて影響を及ぼすことが想定されますが、山体内部の地下水が枯渇することはないと考え
ています。

「４ 突発湧水対応 （５）」（見解）
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②トンネル周辺の一
定の範囲において影
響を及ぼすことが想
定される。

〇畑薙山断層帯での大規模な突発湧水について

「４ 突発湧水対応 （５）」（見解）
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・静岡県から、畑薙山断層帯を山梨県側から掘削することにより、大規模な突発湧
水が発生すれば畑薙山断層帯の地下水が全て山梨県側に流れる懸念があると
の意見を頂いています。

・過去に東俣から畑薙山断層帯に向けて実施した斜めボーリングの結果から、こ
の断層の影響範囲には脆い地質と判断される区間とそうでない区間が繰返し出
現することを確認しており、地質は鉛直方向の連続性が卓越していると想定して
います。

・トンネル掘削時に大規模な突発湧水が発生するリスクが残るのは、脆い地層の
中でまとまった大量の水を含む崩壊土砂が存在する層にトンネル先端が入った
瞬間と考えられます。仮に大規模な突発湧水が発生した場合は、大量の水を含
む崩壊土砂をはじめとする脆くて透水係数の高い層内に含まれる一定の地下水
が短時間にトンネル内に湧出しますが、その層の周辺の地下水までが全てトンネ
ル内に湧出することはないと考えられます。

・トンネル掘削工事では、先進ボーリングやコアボーリングにより把握した破砕帯等
や湧水量変化の著しい箇所においては薬液注入等を実施し、慎重に工事を行っ
てまいります。



「４ 突発湧水対応」

事項の内容

(６) 西俣上流部での流量減少対策として、地下ダムが技術的に困
難とする理由の明示とともに、地下ダムではなく別の具体的対
策
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〇地下ダムについて（西俣付近に建設した場合）

・塩坂委員からご提案いただいた地下ダムは、西俣付近で建設する場合、以下のよ
うなものと考えましたが、壁体を施工する場合、河川内での施工となり、土中にある
転石等により技術的に施工が困難であり、水質の悪化や発生土や建設汚泥の増加
などが想定され、更なる環境負荷がかかることとなり、合理的な対策ではないと考え
ています。

（参考）断面検討イメージ図

Ａ Ａ
‘西俣川

ダム壁体
▽想定地下水

※壁体は、鋼管杭で検討

河床堆積物

（参考）平面検討イメージ図

10m 40m

50m

西俣非常口ヤード

「４ 突発湧水対応 （６）」（見解）
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〇西俣非常口上流部の対応について

・西俣非常口より上流域へ湧水を流すためには、新たに大掛かりな
深井戸などの揚水設備やポンプアップによる導水設備が必要となり、
また、設備の設置に伴い伐採や造成等が発生するなど、更なる環
境負荷がかかることから、現実的な対策ではないと考えています。

・西俣非常口上流部の生態系に対する対応としては、流量減少の低
減措置を実施したうえで、専門家にご助言を頂きながら移殖等を実
施することや、移殖等が困難な場合には、イワナ類の増殖・放流事
業への協力等や生物多様性オフセットの考え方も参考にした事前
の代償措置を静岡県、静岡市等関係市町、専門家及び地元関係者
等のご協力を得ながら進めていきたいと考えています。なお、現在、
専門家や静岡県等にご相談しながら検討を進めているところであり、
代償措置の具体的な内容については、別途ご報告させて頂きます。

「４ 突発湧水対応 （６）」（見解）
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事項の内容

(７) トンネル工事で発生する濁水についての有効性・実現性を兼
ね備えた具体的処理方法

「４ 突発湧水対応」
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○トンネル坑口から河川までの湧水の流し方

図 トンネル湧水の濁水処理の流れ（イメージ）

トンネル

ヤード

水槽

濁水処理
設備

：排水の流れ

・トンネル掘削工事から発生する濁水、アルカリ排水は、処理設備に
より処理をして河川へ放流します。

写真 濁水処理設備の例

「４ 突発湧水対応 （７）」（見解）
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（参考）濁水処理フロー図と清水の混合イメージ

フィルタープレス

㈱楢崎製作所HPより

濁水処理設備

㈱東洋製作所HPより

・泥水に薬液を混ぜて泥
など沈殿させる。

・汚泥を脱水する。

清水

清水混合

「４ 突発湧水対応 （７）」（見解）
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事項の内容

(８) トンネル湧水を処理するポンプアップ等施設の規模の適正さを
判断するための、想定湧水量データ（想定外に湧水量が多い
場合を含む）とそれに応じた処理施設の規模の妥当性を確認

「４ 突発湧水対応」

129

本坑・先進坑

品川方→

←名古屋方

大井川

西俣川

大井川

：本坑・先進坑
：斜坑
：導水路トンネル

：ポンプアップ
：自然流下

木賊取水堰

坑口（導水路トンネル）

※ 湧水量は、予測値をもとにした数字。
※工事の進捗等により変更となる可能性がある。

山梨県

長野県

椹島

西俣非常口

千石非常口

西俣取水堰

静岡県

１．千石非常口～導水路トンネル間の貫通直前
（千石非常口から大井川へ流す量が最大となる場面）

○ポンプの配置

：ポンプ設備
記載の数字は、設備基数を示す

西俣斜坑
・ポンプアップ湧水量：
約０．４m3/秒
・ポンプ台数：計11台
・排水横坑：6箇所

千石斜坑
・ポンプアップ湧水量：
約０．６m3/秒
※貫通前の導水路トンネ
ルの湧水量を含んでいる

・ポンプ台数：計18台
・排水横坑：5箇所

本坑・先進坑
・ポンプアップ湧水量：
約０．３m3/秒

2

1

2

1 2 2 2 3

4

4

4

4

※ １基あたりのポンプアップ能力は、10m3/分
（＝0.17m3/秒）とした。 130

「４ 突発湧水対応 （８）」（見解）



本坑・先進坑

品川方→

←名古屋方

大井川

静岡県

山梨県

長野県

大井川

：本坑・先進坑
：斜坑
：導水路トンネル

：ポンプアップ
：自然流下

坑口（導水路トンネル）

千石非常口

木賊取水堰

西俣取水堰

西俣非常口

西俣川

※ 湧水量は、予測値をもとにした数字。
※工事の進捗等により変更となる可能性がある。

椹島

２．山梨県側先進坑貫通直前

○ポンプの配置

：ポンプ設備
記載の数字は、設備基数を示す

3

本坑・先進坑
ポンプアップ湧水量：
約０．２m3/秒

2

3
3 3 3 4 4

※ １基あたりのポンプアップ能力は、10m3/分
（＝0.17m3/秒）とした。

西俣斜坑
・ポンプアップ湧水量：
約０． ６ m3/秒
・ポンプ台数：計20台
・排水横坑：6箇所

千石斜坑
・ポンプアップ湧水量：
約０．７m3/秒
・ポンプ台数：計10台
・排水横坑：2箇所

5

5

本坑・先進坑
・ポンプアップ湧水量：
約０．４m3/秒
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「４ 突発湧水対応 （８）」（見解）

本坑・先進坑

品川方→

←名古屋方

大井川

静岡県

山梨県

長野県

大井川

：本坑・先進坑
：斜坑
：導水路トンネル

：ポンプアップ
：自然流下

坑口（導水路トンネル）

千石非常口

西俣川

木賊取水堰

西俣取水堰

椹島

西俣非常口

３．西俣非常口～導水路トンネル間の貫通直前
（西俣非常口から西俣川へ流す量が最大となる場面）

○ポンプの配置

※ 湧水量は、予測値をもとにした数字。
※工事の進捗等により変更となる可能性がある。

静岡県

：ポンプ設備
記載の数字は、設備基数を示す

千石斜坑
・ポンプアップ湧水量：
約１．０m3/秒
・ポンプ台数：計12台
・排水横坑：2箇所

本坑・先進坑
・ポンプアップ湧水量：
約０．７m3/秒
・ポンプ台数：計8台
・排水横坑：2箇所

本坑・先進坑
・ポンプアップ湧水量：
約０．３m3/秒

2

5

6

4
4 4 4 4 5

6
3

※ １基あたりのポンプアップ能力は、10m3/分
（＝0.17m3/秒）とした。

西俣斜坑
・ポンプアップ湧水量：
約０．７m3/秒
・ポンプ台数：計25台
・排水横坑：6箇所

山梨県
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「４ 突発湧水対応 （８）」（見解）



本坑・先進坑

品川方→

←名古屋方

大井川

静岡県

山梨県

長野県

西俣川

大井川

：本坑・先進坑
：斜坑
：導水路トンネル

：ポンプアップ
：自然流下

坑口（導水路トンネル）

千石非常口

西俣非常口

椹島

木賊取水堰

西俣取水堰

４．トンネル掘削完了時点
（椹島の導水路トンネル坑口から大井川へ

流す量が最大となる場面）

○ポンプの配置

※ 湧水量は、予測値をもとにした数字。
※工事の進捗等により変更となる可能性がある。

：ポンプ設備
記載の数字は、設備基数を示す

本坑・先進坑
・ポンプアップ湧水量：
約０．６m3/秒
・ポンプ台数：計6台
・排水横坑：2箇所

本坑・先進坑
・ポンプアップ湧水量：
約０．０１m3/秒

1
4

6

6

2

※ １基あたりのポンプアップ能力は、10m3/分
（＝0.17m3/秒）とした。

千石斜坑
・ポンプアップ湧水量：
約０．９m3/秒
・ポンプ台数：計12台
・排水横坑：2箇所
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「４ 突発湧水対応 （８）」（見解）

本坑・先進坑

品川方→

←名古屋方

大井川

静岡県

山梨県

長野県

西俣川
大井川

：本坑・先進坑
：斜坑
：導水路トンネル

：ポンプアップ
：自然流下

坑口（導水路トンネル）

千石非常口

西俣非常口

椹島

木賊取水堰

西俣取水堰

５．トンネル掘削完了後恒常時

○ポンプの配置

※ 湧水量は、予測値をもとにした数字。
※工事の進捗等により変更となる可能性がある。

：ポンプ設備
記載の数字は、設備基数を示す

本坑・先進坑
・ポンプアップ湧水量：
約０．０１m3/秒

1

4

6

6

2

※ １基あたりのポンプアップ能力は、10m3/分
（＝0.17m3/秒）とした。

本坑・先進坑
・ポンプアップ湧水量：
約０．６m3/秒
・ポンプ台数：計6台
・排水横坑：2箇所

千石斜坑
・ポンプアップ湧水量：
約０．９m3/秒
・ポンプ台数：計12台
・排水横坑：2箇所
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「４ 突発湧水対応 （８）」（見解）



・濁水処理設備は、突発湧水が発生した場合においても対応できるように、
先進ボーリングで前方の湧水の状況を把握しながら事前に設備配置を
行ってまいります。

・トンネル掘削時は、トンネル湧水を清水と濁水に分離処理を行うことで、
濁水処理の量を低減させながら工事を進めていきます。

・トンネル全体（本坑、先進坑、非常口）湧水量の管理値3m3/秒に相当す
る湧水量の処理をするために必要な設備は、湧水の全てが濁水とした
場合に、濁水処理設備（300m3/時）が36基必要となります。

・処理設備は、トンネル坑内を利用して分散して配置することにより、仮に
3m3/秒のトンネル湧水が発生した場合も必要な設備を設置することが可
能です。

・トンネル工事完了後の当面の間は、濁水やコンクリート構造物からのア
ルカリ排水が湧出することが考えられますが、排水が定常的な状態にな
るまでの間は、処理設備を設置し、処理をして河川へ放流します。

135

「４ 突発湧水対応 （８）」（見解）

○濁水処理設備の配置について

本坑・先進坑

椹島

品川方→

←名古屋方

大井川

静岡県

山梨県

長野県

大井川

計：約１．２m3/秒
⇒１４基

西俣川

計：約１．０m3/秒
⇒１２基

：本坑・先進坑
：斜坑
：導水路トンネル

：濁水処理設備

西俣斜坑

千石斜坑

記載の数字は、設備基数を示す

１４

１２

トンネル掘削工事完了時点

１０

計：約０．８m3/秒
⇒１０基

○濁水処理設備の配置（３m３/秒の濁水を処理する場合）
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「４ 突発湧水対応 （８）」（見解）



○トンネル（本坑）内への濁水処理設備の配置

図 平面図（１基当たりの配置）

本坑

約８０ｍ

薬品槽 濁水処理設備 フィルタープレス 薬品反応槽

図 断面図

※先進坑及び本坑掘削時には、断面の大きい本線トンネルに配置を行います。
なお、配置にあたっては、本線トンネルの断面の変更をせずに配置を行います。
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「４ 突発湧水対応 （８）」（見解）

「５ 中下流域の地下水への影響」

事項の内容

中下流域の地下水の影響評価の方法と評価期間についての
明示。また、影響評価の基準や前提となる、自然変動の値と異
常値との境の評価方法（流域にある井戸水の水位や成分分析
を行うなど、どこから来た水かあらかじめ特定しておき、事後の
影響を評価するという手法を含む））
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中央新幹線

藤枝市

焼津市

菊川市

袋井市

川根本町

掛川市

牧之原市

静岡市

間ノ岳

御前崎市

90km

0km

80km

70km

60km

50km

40km

30km

20km

10km

100km

東海道新幹線

※「大井川水系河川整備計画」（中部地方整備局、平成18年11月）に加筆

島田市

吉田町

3,000

2,000

1,000

0

標高（m） 河口

本線トンネル

図 大井川沿い縦断図

導水路トンネル500

1,500

2,500

椹 島
標高約1,100m

中下流域

縦横比

1

200

「５ 中下流域の地下水への影響」（見解）
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・次頁に示す静岡県環境衛生科学研究所のレポート
等の文献では、大井川下流域近傍の地下水は大井
川表流水由来である可能性が高いと考えられる、とさ
れています。

・したがって、大井川の河川流量が減らなければ当該
地下水も減少しないはずです。

・山岳トンネル掘削時に地下水変動が起こる影響圏は、
トンネルから一定の範囲内で収束すると推定されて
います。

・その範囲は手法により違いはありますがトンネル片
側に約３～14kmの範囲となっています。

・「大井川流域における地下水の成分・温度分布の特性」
（2019年２月、静岡県環境衛生科学研究所）

・「静岡県大井川下流地区地下水利用適正化調査報告」
（1968年、東京通商産業局用水公害課）

・「大井川扇状地における地下水流の動向について」
（1967年12月、志水 茂明）

・「地下水マップ附属説明書（静岡地域）」
（1999年３月、国土庁土地局）

・「東海に残された用水適地～大井川流量測定の成果～」
（旧工業技術院 「地質ニュース1960年5月号」）

・「日本の地下水」
（1986年、農業用地下水研究グループ）

「５ 中下流域の地下水への影響」（見解）

（参考）大井川扇状地の地下水に関する文献
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○大井川中下流域の水資源利用への影響について（１）

141図 大井川地質モデル切断面図 図 切断面位置

畑薙山断層

Ａ‘ＡＡ‘

笹山断層
中下流域

笹山
断層

扇頂部

椹島

井川

中央新幹線

中央新幹線

・また、地下水を専門とする公的機関、専門家に依頼し、公開情報を使っ
て、大井川上流域から河口にいたる範囲の地質モデル（下図）を作成し
ました。公的機関、専門家からは、

三
倉
層
群

犬
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群
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畑薙山断層

仏像構造線

Ａ

静
岡
県

長
野
県

山
梨
県

県境

「当該地は付加体と呼ばれる地質構造であり、鉛直方向の連
続性が卓越していることから、上流域の帯水層が中下流域
まで伸張していることは考えづらく、地下水の連続性は保持
されないと考えられる。」

「しかしながら、上流域の地下水は地表などに湧出して下流
域を涵養している可能性があるので、同位体組成などを確
認して上流域の地下水の寄与を評価すべきである。」

との評価を頂いています。

「５ 中下流域の地下水への影響」（見解）

○大井川中下流域の水資源利用への影響について（２）

142

・したがって、鉛直方向の地層の連続性が卓越しており、上流域の地下水は、上流
域の断層により表層へ湧出することはあっても、中下流域にまで、直接地下水とし
て連続して流動しているとは考えにくいといえます。

・今後、さらに大井川全域の地下水の成分分析（酸素・水素安定同位体、不活性
ガス、溶存イオン等）を実施し、各流域の地下水の起源となる降水の標高や地下
水の年代等（どこから、どれだけの時間をかけて流れて来ているか）について推
定していきます。

「５ 中下流域の地下水への影響」（見解）

図 想定される地下水の流れ（イメージ）

降水
降水

表層水（上流部の地下水とその場
にもたらされた降水が混じる）

地下水の湧出 中央新幹線

地下水の流れ

北側

南側

断層



「静岡県の地下水」（建設省中部地方整備局静岡河川工事事務所
静岡河川セミナー（1992年3月）、土 隆一（静岡大学名誉教授））によ
ると、以下のとおり報告されています。

「ぐっと押されて赤石山地はできたのです。（中略）圧縮された割れ
目なので（中略）地下水の涵養は非常に少ないという全体の傾向は
あります。（中略）水量としては雨が降った分だけほとんど流れます
が、少しも地下水としては涵養されないということになります。そうい
うわけで、赤石山地でもなかなか地下水は得にくいけれども川の水
は大量にある。なぜならば雨が大量に降るからということです。」

この文献から見ても、大井川上流域から中下流域まで地下水の流
れの連続性が保持されているとは考えにくいといえます。

（参考）赤石山地の地下水に関する文献
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「５ 中下流域の地下水への影響」（見解）
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（参考）大井川扇状地の地下水水収支シミュレーション

※「平成27年度 中部地域地下水賦存量調査」より（一部加筆）
図 検討範囲

・「平成27年度 中部地域地下水賦存量調査」（静岡県環境局水利用課、平成29
年1月）では、地下水の実態を明らかにするため、平成25年度～27年度に、基
礎データの収集・整理、需要予測、水収支シミュレーション、利用可能量算定の
調査を実施しており、大井川地域では中下流域の扇状地が検討範囲に設定さ
れています。

・扇状地での地下水は、検討範囲内において、降水や灌漑水が河川や地表面か
ら流入・涵養されることを想定しており、上流域からの地下水の流動は考慮さ
れていません。

：検討範囲（大井川）

「平成27年度 中部地域地下水賦存量調査」表紙

「５ 中下流域の地下水への影響」（見解）



島田市

静岡県の調査地点

大井川右岸：7地点
大井川左岸：8地点

計15地点

藤枝市 焼津市

吉田町
牧之原市

大井川中下流域の観測井状況図

※「平成29年度地下水状況調査」（静岡県）より （一部加筆）

菊川市

御前崎市

掛川市

駿河湾

①地下水の水位、揚水量、成分分析の調査

「５ 中下流域の地下水への影響」（見解）

図 静岡県の調査地点（観測井）

・中下流域については、静岡県が昭和４３年以降、1回/月を基本に行っている観測
井（15地点）での調査結果などを活用して、工事前・工事中・工事完了後も地下水
位の変動等を把握していきます。

・上流域については、当社設置の観測井で地下水位の変動等を把握していきます。
・上流域と中下流域の中間流域については、静岡県等にご協力頂きながら、既存
井戸での水位データ取得や活用等の調整をさせて頂きたいと考えています。既存
井戸の水位データ取得や活用等が難しい場合には、当社自らで観測井を設置す
ることを検討・実施していきます。

【地下水の水位】

145

「５ 中下流域の地下水への影響」（見解）

・過去の月別の地下水位の変動データを見ると、地下水の揚水量の
多寡が水位に影響を与えていることが考えられるため、自然変動の
範囲を検討するにあたり、民間井戸の揚水量や水位のデータを取得
していきます。

・民間井戸の揚水量等のデータ取得について、既にデータを把握して
いる静岡県にご協力のお願いをさせて頂いておりますが、自然変動
の範囲を検討し、トンネルによる地下水への影響を把握するにあ
たって必要なデータとなるため、揚水に関するデータの提供あるい
は民間井戸所有者の紹介をお願いいたします。

【地下水の揚水量】

【地下水の成分分析】

・上流域、中下流域及びその中間流域における表流水と地下水につ
いて、成分分析（酸素・水素安定同位体、不活性ガス、溶存イオン
等）を実施し、各流域の地下水の起源となる降水の標高や地下水の
年代等（どこから、どれだけの時間をかけて流れて来ているか）につ
いて推定していきます。
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・①に記載のとおり、中下流域の地下水の揚水実態を把握し、地下水
位の自然変動の範囲を設定していきます。

・観測点において自然変動の範囲を超えるような地下水位の異常な変
動等が見られた場合には、工事との因果関係の有無を確認していき
ます。

・観測点以外において、地下水の利用者から水資源利用に影響が出
た旨のご指摘等があった場合には、水位や成分分析のデータ等から、
トンネル掘削工事との因果関係を確認し、それを利用者に説明して
対応していきます。

・その際、公的な研究機関に調査を依頼することなどを検討しており、
因果関係があった場合は、必要な補償を行います。

・利用者からのご指摘に対応する期間については、特に期限を設けま
せん。

「５ 中下流域の地下水への影響」（見解）
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②地下水の影響評価の方法と評価期間

事項の内容

(１) 発生土置き場の設計が正しいか判断するために必要な、発生
土の体積を記載した発生土置き場の設計図や土砂崩壊のシ
ミュレーション条件、この設計に至った過程の確認

「６ 発生土置き場の設計」
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・発生土置き場の候補地は、過去に伐採が行われた範囲の中で、できる限り過去に
電力会社が使用した工事ヤード跡地や人工林等から選定しました。また、工事用
車両の運行による影響を低減するため、非常口からできる限り近い箇所を選定し、
環境影響評価準備書の段階において、お示ししました。

・その後、準備書に対する静岡県知事意見において、扇沢源頭部の発生土置き場
の安全性に関するご意見があり、扇沢源頭部の発生土置き場を回避することで環
境への影響の回避及び低減（植物重要種の生育地回避、改変区域の縮小など）を
図られることから、扇沢源頭部の発生土置き場を回避し、燕沢付近を中心とする発
生土置き場計画としました。また、地元井川地区からの要望を踏まえ、剃石付近も
発生土置き場の候補地として検討を進めています。

○発生土置き場の計画（１）

「６ 発生土置き場の設計 （１）」（見解）

評価書に記載した計画
扇沢源頭部を回避した計画

（現計画） 149

・現時点では、発生土置き場候補地のうち、燕沢
及び藤島沢並びに剃石付近の発生土置き場を
優先して使用する計画としています。その他の
箇所の活用は、今後、関係者の意見や協力を
仰ぎながら、安全性や環境への配慮の詳細に
ついても引き続き検討し、発生土置き場の計画
が具体化していく中で決定していきます。

・発生土置き場の設計は、土砂崩壊などが起きな
いよう地質調査に基づき安定した地盤の上に発
生土を置き、法面の勾配や擁壁、排水設備の構
造も、「静岡県林地開発許可審査基準及び一般
的事項」に基づき設計し、さらに安全性を高める
ため、耐震の考え方などで鉄道や道路の設計
基準も一部で適用しながら、安全な計画としま
す。

・発生土置き場の維持管理は、工事完了後も将来
にわたって当社が責任を持って行っていきます。

○発生土置き場の計画（２）

「６ 発生土置き場の設計 （１）」（見解）

：計画路線
：非常口
：発生土置き場候補地

図 発生土置き場候補地の位置平面図

燕沢付近

剃石付近

千石非常口

西俣非常口

品川方

名古屋方
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藤島沢付近

下木賊沢付近

胡桃沢付近

中ノ宿沢付近
紅葉沢付近



・ドロノキ群落を避けて計画しました。
・上流側は、官民境界から約１０ｍセットバックすることで、河畔林を保全し、動植物及び
景観への影響を回避、低減しました。

・下流側は、保安施設地区及び樹木の植生状況を考慮し、過去に発電所工事において
工事施工ヤードとして使用した跡地を中心に計画しました。

・なお、下流側については、令和元年台風19号による流出に伴い、計画の必要な見直しを
検討します。

写真① 写真③

発電所工事
工事施工ヤード跡地

ドロノキ群落を含む河畔林 樹木の植生状況

写真② 保安施設地区

①
③
②

「６ 発生土置き場の設計 （１）」（見解）
○燕沢付近の発生土置き場の計画
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治山ダム

・発生土置き場は、燕沢を避けて計画しています。なお、燕沢は、林

野庁により設置された治山ダムによって、台風や大雨の時に土砂が
一度に流れ出さないように土砂を貯めるとともに、斜面崩壊を防ぐ
対策が取られているので、台風や大雨時においても燕沢からの土
砂流出による大きな影響は避けられるものと考えております。

発生土置き場

「６ 発生土置き場の設計 （１）」（見解）

○燕沢と発生土置き場の位置関係
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「６ 発生土置き場の設計 （１）」（見解）
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令和元年10月16日撮影（令和元年台風第19号通過後）

発生土置き場設置範囲
（燕沢より上流側）

○燕沢と発生土置き場の位置関係

上流側

令和元年台風第19号により、燕沢上部から流出した土砂が燕沢と大井川

が交差する箇所周辺に堆積したことが確認されていますが、発生土置き
場設置範囲（燕沢より上流側）への流入量は、軽微であると考えています。
なお、詳細については、測量等により確認します。

燕沢より下流側
が台風にて流出

土砂堆積範囲

下流側

上流側下流側

約600m

約
3
0
0
m

現況林道

図 燕沢付近の発生土置き場（平面図）

「６ 発生土置き場の設計 （１）」（見解）

盛土容量:約３６０万m3

○燕沢付近の発生土置き場の設計

：官民境界

：ドロノキ群落

：盛土

：付替え林道

：坂路

：沈砂池

：排水設備

・排水施設やのり面勾配等の設計は、「静岡県林地開発許可審査基準及
び一般的事項」等に基づき実施しました。
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「６ 発生土置き場の設計 （１）」（見解）

1370
1360
1350
1340
1330
1320
1310
1300
1290

坂路（W=4m）
付替え林道
（W=8m）

坂路（W=4m）

段切り（60cm程度）

0 50 100 150 200 250 300

約65m

現林道

発生土置き場は、段切りの実施や各層毎（30cm程度）において十分な転圧・締
固めを行うこと等により、安定性を確保します。

上流側から見た断面図（Ａ’－Ａ）

・排水施設やのり面勾配等の設計は、「静岡県林地開発許可審査基準及
び一般的事項」等に基づき実施しました。

155

A

A’

上流側下流側
平面図

「６ 発生土置き場の設計 （１）」（見解）

のり面工
（流出防止対策）

小段
2m～4m

Hmax=2.5m

約30°

排水施設（U型側溝）

5.0m

5.0m

排水施設（有孔管）
（湧水箇所等に敷設）

基盤排水層

・排水施設やのり面勾配等の設計は、「静岡県林地開発許可審査基準及
び一般的事項」等に基づき実施しました。

156※静岡県林地開発許可審査基準及び一般的事項に基づく、10年確率短時間降雨強度

盛土のり尻部の標準断面図

・小段やのり面工を設置することにより、盛土の流出を抑制します。
・排水施設は、100mm/時程度の降雨時※にも対応できる設備となります。
・小段毎に排水溝や集水枡を設置するほか、縦排水により雨水を発生土に浸透する前に沈
砂池に集めることにより、濁水の発生自体を抑制してきます。
・沈砂池は、工事中定期的に点検し、大雨なども考慮して浚渫などの整備を行うことで性能
を維持するとともに、処理状況を定期的に確認します。



「６ 発生土置き場の設計 （１）」（見解）

Ｂ1
（ｍ）

Ｌ1
（ｍ）

Ｂ2
（ｍ）

Ｌ2
（ｍ）

Ｂ3
（ｍ）

Ｌ3
（ｍ）

Ｈ1
（ｍ）

Ｖ（設計貯砂容量）

（ｍ3）

沈砂池Ａ 1.00 1.00 4.00 4.00 8.00 8.00 1.50 12.8
沈砂池Ｂ 1.00 6.00 6.00 11.00 10.00 15.00 2.50 90.0
沈砂池Ｃ 3.00 9.50 8.00 14.50 12.00 18.50 2.50 180.6

沈砂池Ｃ
沈砂池Ｂ

沈砂池Ａ

○燕沢付近の発生土置き場の沈砂池

B3

放流口=1.0m
沈降深度=1.0m

H1

B1

B2

４５°

・発生土置き場の沈砂池は、「静岡県林地開発許可審査基準及び一般
的事項」に基づき設計し、配置します。
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：設計貯砂範囲

・「静岡県林地開発許可審査基準及び一般的事項」に基づき実施しました。
また、水平設計震度等については、鉄道の基準を用いて照査しました。

・盛土高さ：約65m ・盛土勾配：1：1.8
・水平設計震度 Kh=0.26 (林地開発許可基準の場合 Kh=0.12)

照査値 ＝ 0.815 ≦ 1.0 （OK）
半径 R ＝ 171.50（m）
抵抗モーメント MR ＝ 5990726.5 （ｋN・m）
起動モーメント MD ＝ 4882247.5 （ｋN・m）

「６ 発生土置き場の設計 （１）」（見解）

〇燕沢付近の発生土置き場における盛土の安定計算

0m

50m

100m

50m 100m 150m 200m 250m 300m 350m 400m
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発生土置き場は、地質調査ボーリングのデータに基づき安定計算を行い、地
震が発生した場合でも、崩れないことを確認しています。

発生土置き場

起動モーメントより、抵抗
モーメントの方が大きい

：想定すべり面

砂質土
岩盤



「６ 発生土置き場の設計 （１）」（見解）

〇土砂流出の数値シミュレーションについて

・燕沢付近の発生土置き場においては、環境影響評価準備書に対
する知事意見等を踏まえ、上千枚沢から土砂流出が発生した場合
における燕沢付近の発生土置き場設置の有無による影響の違いを
把握するため、数値シミュレーションを実施しました。

・本事業において、同地に大量の建設発生土を置き、流出防止の
ために擁壁を築くとすれば、自然環境と景観に影響を及ぼすことと
なり、さらには、土石流が発生した場合、直線的な人工的通路を
通って一気に狭窄部に流入することにより、以前にも増して下流側
への環境影響の拡大が懸念される。

燕沢付近の発生土置き場に関する知事意見（平成26年3月）
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• 上千枚沢の深層崩壊に起因する土石流について、数値シミュ
レーションを実施して、下流側での影響について発生土置き場
（燕沢）が有る場合と無い場合を比較しました。

〇シミュレーションの考え方（１）

• シミュレーションにあたっては、「 （一財）砂防・地すべり技術セ
ンター」からの技術指導を受けて実施しました。

※山体崩壊については、シミュレーションにおいては、深層崩壊と
して取り扱いました。

「６ 発生土置き場の設計 （１）」（見解）
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〇シミュレーションの考え方（２）

・深層崩壊に起因して発生する主な土砂移動現象としては、同時に

多量の水が供給されなければ、発生箇所の直下で崩壊土砂が停

止し、土石流になりませんが、本検討では、崩壊土砂がそのまま

土石流となる現象を対象とし、同時に大雨などによって河川等の

流量が増大する場合を想定しました。

・深層崩壊に起因する土石流は、実際には複数波に分かれて流下

する可能性が考えられますが、最も被害が大きくなると想定される、

崩壊土砂の全てが１波の土石流となる現象を対象としました。

・土石流が下流域に及ぼす影響について評価するために、発生土

置き場が有る場合と無い場合の計算結果を椹島ロッヂ付近で比

較しました。

「６ 発生土置き場の設計 （１）」（見解）
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・「深層崩壊に起因する土石流の流下・氾濫計算マニュアル（案） （独立
行政法人土木研究所）」を参考にしました。

・計算に用いた数値計算プログラムは、（一財）砂防・地すべり技術セン
ターが開発した『J-SAS』です。

・シミュレーションでは土石流を水と個体粒子からなる混合物の連続流体
として取り扱っています。

〇シミュレーションの考え方（３）

（土石流のイメージ）

「６ 発生土置き場の設計 （１）」（見解）
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○シミュレーションで設定した深層崩壊及び河川等の流量

【深層崩壊の崩壊土砂量】
• 深層崩壊の恐れがある斜面を抽出し、そのうち最も広い斜面を

崩壊範囲として、土砂量を設定

【河川等の流量】
• 「大井川水系河川整備基本方針（国土交通省）」における計画

規模を参考に設定
（100年に一回程度、発生する規模（100年確率））

⇒ 同時に発生する場合を想定しました

「６ 発生土置き場の設計 （１）」（見解）
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Step1： 『深層崩壊の発生の恐れのある渓流抽出マニュアル（案）』
（独立行政法人 土木研究所、平成20年）に示されている
「地質構造及び微地形要素に基づく手法」を参考に崩壊の
恐れがある斜面を抽出

Step2：抽出した斜面から、最も広い斜面を崩壊範囲として設定
Step3：設定した崩壊範囲からGuzzettiの式により崩壊土量を算出

164
想定した崩壊範囲

崩壊面積（A） = 73,670 m2

V ＝ 0.074 A1.45

＝ 0.074×73,6701.45

≒ 844,900 m3

V ： 崩壊土量 [m3]
A ： 崩壊面積 [m2]

Guzzettiの式 V ＝ 0.074 A1.45

「６ 発生土置き場の設計 （１）」（見解）

崩壊土砂量の設定



・実績降雨量を確率評価し、降雨量から流量に換算する合理式を
用いて設定※

使用したデータ ： 畑薙第一ダム（中電）の降雨量 〔S35年～〕

・実績流量を確率評価し、流域面積の比率を考慮し設定
使用したデータ ： 畑薙第一ダム（中電）の流量 〔S37年～〕

【大井川本川（流域面積（113km2） 上千枚沢との合流地点まで ）】

【上千枚沢及び周辺の沢（流域面積（0.5～3.4km2））】

※流域面積が小さい沢では、集中的な降雨による洪水流出が生じている
可能性があるため、過小評価を避けるべく合理式を利用しました
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河川等の流量の設定

「６ 発生土置き場の設計 （１）」（見解）

〇シミュレーションの主な入力数値

河川等の流量（m3/s）

大井川 671

千石沢 57

車屋沢 57

上千枚沢 119

下千枚沢 61

燕沢 23

上大尻沢 10

土石流の流量（最大）（m3/s）

上千枚沢 8,449

盛土付近 4,208

深層崩壊の崩壊土砂量（m3）

上千枚沢 約85万

：土石流

：河川等

凡例

深層崩壊

Ｖ＝約８５万ｍ3

「６ 発生土置き場の設計 （１）」（見解）
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0 2km

二軒小屋ロッヂ

椹島ロッヂ

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

0 180 360 540 720 900 1,080 1,260 1,440 1,620 1,800

：発生土置き場なし
（ピーク流量=2278.09m3/s）

：発生土置き場あり
（ピーク流量=2278.88m3/s）

流
量

（
m

3
/s
)

時間（s）

椹島ロッヂ

流量比較断面

発生土置き場を設置した場合においても、土石流による椹島ロッヂ付近への影
響を拡大させるような狭窄部はできないため、発生土置き場の有無による椹島
ロッヂ付近（燕沢より約７km下流）のピーク流量に変化はほとんどありません。

〇シミュレーション結果（流量の比較（椹島ロッヂ付近））

「６ 発生土置き場の設計 （１）」（見解）
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〇シミュレーション結果（最大水深の比較（椹島ロッヂ付近））

発生土置き場なし 発生土置き場あり

「６ 発生土置き場の設計 （１）」（見解）

発生土置き場の有無による椹島ロッヂ付近への影響に違いはありません。 168



事項の内容

(２) 河道閉塞による発生土置き場への影響の確認

「６ 発生土置き場の設計」

169

〇河道閉塞に関する検討

• 河道閉塞箇所の湛水区域は、移動土塊が渓流へ流入し、
閉塞した場合に考えられる最大規模の範囲とします。

• 具体的には深層崩壊箇所の最大深度（Ｈｍａｘ）を河道
閉塞箇所の堆積厚とします。

「地すべり対策事業の費用便益分析マニュアル（案）」
（国土交通省水管理・国土保全局砂防部、平成24年）を参考に
以下のとおり設定しました

【河道閉塞時の上流の湛水区域の設定（考え方）】

• シミュレーションの結果では、河道閉塞は発生しない結果となっ
ていますが、ご懸念を踏まえ、上千枚沢で深層崩壊が発生し、
上千枚沢と大井川本流との合流箇所で河道閉塞が起きたと仮
定し、燕沢付近の発生土置き場設置の有無による影響の違い
を把握するため、数値シミュレーションを実施しました。

「６ 発生土置き場の設計 （２）」（見解）
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〈湛水量〉

Ｖ＝約１５８万ｍ3

※想定水位を基に、航空レーザ計測データより算出

最大の湛水区域

河道閉塞箇所
堆積厚 約３２ｍ

○河道閉塞時の上流の湛水区域の設定

•河道閉塞（天然ダム）の規模等は、「地すべり対策事業の費用便益
分析マニュアル（案）」（国土交通省水管理・国土保全局砂防部、平
成24年）を参考に設定しました。

「６ 発生土置き場の設計 （２）」（見解）
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深層崩壊箇所（側面）と河道閉塞のイメージ図

〈想定水位（天然ダム堆積厚）〉
Ｈ = ３２ｍ

：移動土塊

Ｈｍａｘ=約３２ｍ

深層崩壊部の最大深度

Ｈ=３２ｍ

想定水位

○河道閉塞（天然ダム）決壊時のピーク流量（決壊箇所）の設定

「６ 発生土置き場の設計 （２）」（見解）
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•河道閉塞（天然ダム）が決壊した場合を想定した
ピーク流量（決壊箇所）は、Ｃｏｓｔａの式により算出し、設定しました。

Ｑmax ＝ 181（ＨＶ）0.43

＝ 181 ×（32×1.58）0.43

＝ 978 m3/s

Ｈ：ダムの高さ[m]

Ｖ：貯水容量[106m3]

Costa の式 Ｑmax = 181（ＨＶ）0.43

（天然ダムと災害（田畑ほか、Ｈ14）より抜粋)

河道閉塞
（天然ダム）



Ｑmax = 約1,800 m3/s※１

Ｑmax = 約4,200 m3/s

河道閉塞が発生し、決壊したと仮定した場合は、上千枚沢から土石
流が発生した場合よりもピーク流量が小さいため、下流側への影響
も小さい。

・上千枚沢からの土石流によるピーク流量

・上千枚沢からの崩壊土砂により大井川本流との合流箇所で河
道閉塞が発生し、決壊したと仮定した場合のピーク流量

「６ 発生土置き場の設計 （２）」（見解）

○河道閉塞と土石流のピーク流量の盛土付近での比較

※１ 河道閉塞決壊時の流量＋ 河川等の流量（100年確率）
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発生土置き場なし 発生土置き場あり
【最大水深の比較（椹島ロッヂ付近）】

○河道閉塞の決壊を想定した数値シミュレーション結果

「６ 発生土置き場の設計 （２）」（見解）

・発生土置き場の有無による椹島ロッヂ付近への影響に違いはありません。
・河道閉塞が発生し、決壊したと仮定した場合は、上千枚沢から土石流が発生し
た場合よりもピーク流量が小さいため、下流側への影響も小さい結果となります。
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：最大水位

付替え林道

現地盤

到達高さ 約８ｍ

ＡＡ’

発生土置き場

・上千枚沢の深層崩壊に起因する土石流について、数値シミュレーションによると、盛
土付近で発生するピーク流量は、Ｑmax = 約4,200 m3/sとなり、最大水位が盛土尻に
達すると推定される為、発生土置き場の一部が流出した場合の検討を行いました。

「６ 発生土置き場の設計 （２）」（見解）

（参考）【発生土置き場の一部流出に関する検討】
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土砂

・発生土置き場からの土砂は、掃流が土砂を押し流そうとする力（掃流
力）により、下流側へ運搬されます。

・掃流力の大きさで運搬可能な土砂量は決まり、盛土が流出しても、
運搬可能土砂量以上は流れません。

・運搬可能土砂量は「J‐SAS」でも採用されている掃流砂量式により
算出しました。

「６ 発生土置き場の設計 （２）」（見解）

時間（s）

流量（m3/s）

運搬可能土砂の模式図（ハイドログラフ）

：運搬可能土砂量
（盛土の流出等による土砂）

【運搬可能土砂量】 V = 66,093 m3

（参考）【発生土置き場の一部流出に関する検討】

：盛土の流出なし

：盛土の流出あり

掃流力のイメージ図

〇土石流による運搬可能土砂量の算出

4,200
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• 万が一、土石流により発生土置き場の一部が流出したと仮定し
た場合の土砂流出量は、約３６０万m3のうち、運搬可能土砂量で
ある約６．６万m3と推定されます。

• 土砂流出は、盛土尻で発生すると想定していますが、流出量の
規模は、盛土量全体の約２％であり、短期間に盛土全体の崩壊
には至らないと考えています。

「６ 発生土置き場の設計 （２）」（見解）

（参考）【発生土置き場の一部流出に関する検討】
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1370
1360
1350
1340
1330
1320
1310
1300
1290

0 50 100 150 200 250 300

発生土置き場が一部流出した場合のイメージ図（断面）

：想定流出範囲
（土砂流出量約６．６万m3の場合）

• 発生土置き場は工事完了後も将来にわたって弊社で管理していく
ことから、盛土で土砂流出が発生した場合は、直ちに対処し、復旧
に努めます。

「７ 土壌流出対策」

事項の内容

トンネル掘削土の処理は、遮水シート等を用いた封じ込めによる重
金属等の溶出防止策をとるとしている。重金属含有発生土にヒ素
が出た場合であっても、域外処理を行わないとする根拠の明確化
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○自然由来の重金属等を含む発生土の対応について

・最終的に発生した対策土の量が少量の場合等は、運搬車両の通
行に伴う沿線道路への環境影響などを考慮しつつ、関係者とご相
談のうえ、域外処理（大井川流域外へ搬出）について、検討・実施
してまいります。

・ただし、現時点では、最終的に発生する対策土の量を把握すること
は、困難であるため、工事実施箇所付近に計画した発生土置き場
において、実績がある封じ込めなどによる確立された方法で対策
を確実に行うための準備を進めていきたいと考えています。

・なお、封じ込めなどによる対策を行う場合は、周辺環境に対するモ
ニタリングや工事完了後の維持管理について、当社が責任をもっ
て実施していきます。

「７ 土壌流出対策」（見解）
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「８ 監視体制の構築」

事項の内容

(１) 工事着手前に行うバックグラウンドデータの必要収集期間と、
データ整理の完了目安時期、並びにどの時点で提示があるか
についての明確化

・河川、地下水バックグラウンドデータは、「中央新幹線建設工事に
おける大井川水系の水資源の確保及び自然環境の保全等に関す
る引き続き対話を要する事項」に対する見解（その１） （令和元年１

０月１８日）の別添「河川、地下水バックグラウンドデータ（令和元年
１０月）」にお示ししたとおりです。
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「８ 監視体制の構築」

事項の内容

(２)工事の進行に伴い変化する水量や水質、水温に加え、地質も
含めた監視体制をいつまでに構築するのかの明確化
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「８ 監視体制の構築 （２）」（見解）

【トンネル湧水、河川・沢の流量・水質等】
・トンネル掘削開始前までに監視体制を構築します。

○工事に伴う監視体制について

【地質】
・「４ 突発湧水（１）」における見解でご説明したとおり、担当技術者が現地に
常駐し、観察評価を行います。また、地質の専門家やトンネルの専門家か
ら担当技術者へ必要な助言を行い、トンネル掘削を万全に行えるよう、掘
削開始前までにサポート体制を構築します。

コンサル会社 ＪＲ東海 工事施工会社 静岡県

計測実施

河川・沢 計測計画

計測結果整理・考察

計測実施

トンネル湧水 計測計画

計測結果整理・考察

確認報告

図 トンネル湧水、河川・沢の流量・水質等調査に関する体制（イメージ）
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「８ 監視体制の構築」

事項の内容

(３)データ等の報告内容を、いつ、どのような内容で公開するのか
の確認

事項の内容

(４)データの公表方法として、住民が理解しやすいよう、工事の進
捗と合わせて、視覚的な方法を用いたデータ公表を検討
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「８ 監視体制の構築 （３）、（４）」（見解）

○工事に伴い得られたデータの公表方法について

・河川や沢の流量・水質等の調査結果について、これまでも前年度の調査
結果を「環境調査の結果等」としてとりまとめ、毎年６月末に静岡県等へ
送付のうえ、公表していますが、今後も同様に対応してまいります。公表
資料は、弊社ホームページに掲載することなどを考えています。

・また、静岡県中央新幹線環境保全連絡会議の専門部会委員等による評
価が可能となるよう、静岡県へ随時報告していきます。報告方法等は今
後、静岡県と相談して決めていきます。

・なお、その他のトンネル湧水や地質データの公表方法等については、「４
突発湧水対応 （２）」（見解）に記載のとおりです。

・公表する資料は、工事の工程表やトンネル湧水の水量、水質等の変化
をグラフで表現するなど、住民のみなさまが分かりやすいよう、視覚的な
方法を含め、資料の作成を工夫してまいります。

○工事に伴い得られたデータの公表資料について
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Ⅱ 生物多様性専門部会編

１ 生物多様性の保存に関わる基本的考え方（１）（３）（６）（７）

２ 減水量の計測（３）

４ 濁水等処理（１）（２）

６ 発生土対策

７ 代償措置
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「１ 生物多様性の保存に関わる基本的考え方」

事項の内容

(１) ＪＲ東海は、モニタリングを行うことで、生態系への影響を確認
するとしているが、影響の有無を確認するためには、工事着
手前の生態系の状況を正確に把握する必要がある。工事に
よる減水等の生息環境の変化の影響によって（特に影響を受
けやすいものについて）何がどういう影響を受け、どういう事
態が生じるリスクがあるかについての明確化（定性的でよい）
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「１ 生物多様性の保存に関わる基本的考え方 （１）」（見解）

○トンネル工事による生態系への影響について

・トンネル工事により、破砕帯等の周辺の一部においては、地下水の水
位へ影響を及ぼす可能性があるものと予測しています。

・これにより、沢等の流量は、 「１ 生物多様性の保存に関わる基本的考
え方（３）」（見解）の沢等の流量予測結果に記載のとおり、予測検討範
囲内の一部の沢において流量が減少する予測結果となっています。

・一部の沢で流量が減少した場合は、魚類、底生動物等の生息環境や餌
資源等が変化し、特に水域生態系に影響を及ぼす可能性が考えられま
す。

・これらのリスクと対処方法は次項の図にお示しします。

・また、工事着手前の水域生態系の把握は、見解（その３） （令和元年１２

月２３日）でお示ししたとおり、これまでの現地調査や文献などから、水
生生物を中心とした食物連鎖図を予め整理することにより行います。
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先進坑

本坑

＜凡例＞

：リスク

：対処

赤字

青字

薬液注入

先進ボーリング
（最長：1,000m）

処理設備

河川の水質・水温の変化 ⇒

沢

・先進ボーリングを慎重に進め、リスクを直前事前
に把握

・先進ボーリングの許容湧水量の上限を設定し、
上限以上の湧水量の発生のおそれがある場合
はボーリングを中断し、対処方法（必要な処理設
備の準備等）を検討

・破砕帯等への薬液注入などにより、急激な自然
環境の変化を制御

・薬液注入等の実施により、河川の流量への影響を低減
・工事中、非常口からトンネル湧水全量をポンプアップ
・河川の流量の事後調査を実施（常時または月１回計測）

破砕帯等

破砕帯等の通過
急激な湧水の増加

⇒
急激な地下水位の低下

生息・生育環境の変化

生息・生育環境の変化

＜処理能力＞
・pH ： 6.5以上8.5以下
・SS ： 25mg/L以下
・自然由来の重金属等：排水基準以下

河川の流量減少

非常口

・薬液注入等の実施により、沢の流量への影響を低減
・事前の代償措置を実施（県、有識者等の協力を得ながら進める）
・沢の流量のモニタリングを実施（年２回（豊水期、渇水期）計測、水位、流況の常時確認）
・沢の動植物のモニタリングを実施

※先進ボーリング湧水量が管理値に達した場合、直ちにその地点でボーリングを停止し、
周辺の沢等の流量及び動植物の生息・生育状況を重点的に確認。

宿舎

コンクリート
プラント

高度浄化装置 ＜処理能力＞
・BOD ： 5mg/L以下
・大腸菌：滅菌処理

⇒

沈砂池

水質、魚類・底生動物
モニタリング地点
（排水放流箇所下流）

吹き付けコンクリート、
防水シート等

＜凡例＞

：ポンプアップ
：自然流下

「１ 生物多様性の保存に関わる基本的考え方 （１）」（見解）

○工事に伴うリスクと対処（トンネル掘削中）

・処理設備、高度浄化装置等を設置し、濁水、アルカリ排水（コン
クリートプラントからの排水を含む）を処理

・循環型風呂の使用等により生活排水量を低減
・河川放流前の水質管理を徹底（pH、SS、BODは１回/日を基本

、自然由来の重金属等は１回/月を基本に測定）
・トンネル湧水の水温調整（分散放流等）
・河川の水質・水温モニタリングを実施（実施時期・頻度：年１回
（渇水期）※放流開始後１年間は月１回）
・魚類・底生動物のモニタリングを実施（四季を基本に実施）

河川

地下水位の低下

沢の流量枯渇 動植物の減少⇒

⇒

沢の流量減少

⇒

生息・生育環境
の変化

⇒
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「１ 生物多様性の保存に関わる基本的考え方 （１）」（見解）

○トンネル工事による生態系への影響の確認について

・影響を確認していく方法は、次頁のとおり整理した食物連鎖図において
上位種であるイワナ類、カワネズミと底生動物についてモニタリングを実
施し、生息状況を確認してまいります。また、モニタリングの際は、「河川
水辺の国勢調査マニュアル[河川版]」（国土交通省、水管理・国土保全

局河川環境課）に基づき、周辺の地形や植生、河川、沢の流況及び水底
の底質なども確認していきます。

・イワナ類等のモニタリングの結果は、専門部会委員等による評価が可能
となるよう、随時静岡県へ報告します。生息状況の変化等が確認された
場合には、専門家のご助言を踏まえて、食物連鎖上で下位となる注目種
のモニタリングも実施することや、必要な場合には追加の環境保全措置
を検討・実施していきます。
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〇食物連鎖図

190

【水 域】

トビケラ目
カクツツトビケラ科

Lepidostoma属
エグリトビケラ科

Pseudostenophylax属

カワゲラ目
オナシカワゲラ科
Amphinemura属

Nemoura属

カワゲラ目
オナシカワゲラ科
Protonemura属

魚類
ニッコウイワナ
ヤマトイワナ※

イワナ類

哺乳類
カワネズミ

イトミミズ目
ミズミミズ科

Nais属

ハエ目
ユスリカ科
Diamesa属

Orthocladius属
Polypedilum属
Pseudodiamesa属

落葉・落枝

ハエ目
アミカ科

ミヤマコマドアミカ

微細粒状有機物（FPOM）付着藻類

ハエ目
ブユ科

Prosimulium属
Simulium属

トビケラ目
ヤマトビケラ科
Glossosoma属

ハエ目
ガガンボ科
Hexatoma属

カワゲラ目
ミドリカワゲラ科
アミメカワゲラ科

オオアミメカワゲラ

カゲロウ目
ヒメフタオカゲロウ科

Ameletus属

カゲロウ目
モンカゲロウ科

フタスジモンカゲロウ

カゲロウ目
◎コカゲロウ科

ヨシノコカゲロウ、フタバコカゲ
ロウ、◎シロハラコカゲロウ

◎ヒラタカゲロウ科
Cinygmula属、

◎キイロヒラタカゲロウ、
Rhithrogena属

トビケラ目
◎ナガレトビケラ科

◎Rhyacophila属

◎マダラカゲロウ科
オオマダラカゲロウ
ヨシノマダラカゲロウ

◎フタマタマダラカゲロウ

カゲロウ目

：落葉・落枝
：付着藻類
：微細粒状有機物（FPOM）
：動物（2次消費者）
：動物（3次消費者以降）

：流下昆虫
◎ ：注目種

ハエ目
ナガレアブ科

ミヤマナガレアブ

コウチュウ目
ゲンゴロウ科

カノシマチビゲンゴロウ

ハエ目
カメムシ目

アブラムシ科
コウチュウ目
ハムシ科
ハエ目

ユスリカ科、
クロバネキノコバ
エ科、ガガンボ科

ハチ目
アリ科、ハチ類

流下昆虫

【陸 域】
ミヤコザサ-ミズナラ群集

ミズナラ、イトマキイタヤ、コメツガ
コメツガ群落
コメツガ、コアジサイ
カラマツ植林
カラマツ、イトマキイタヤ、ツノハシバミ

二次消費者

一次消費者

図 西俣付近における食物連鎖図案（夏季）

注：矢印の太さは、食物連鎖上の繋がりの強弱を表す。

※ヤマトイワナは、静岡市が実施した現地調査で確認したとされている。当社が実施した現地調査では、ヤマトイワナ
は確認されなかったが、ニッコウイワナとの交雑が進んだいわゆるイワナ類に分類される種は確認されている。なお、
ヤマトイワナは当社の環境影響評価の中では、文献により確認された重要種として位置付けている。

鳥類
ヤマセミ等

「１ 生物多様性の保存に関わる基本的考え方 （１）」（見解）



「１ 生物多様性の保存に関わる基本的考え方」

事項の内容

(３) 生息状況に影響を与える可能性のある具体的な箇所におけ
る沢等の流量変化の予測値（現況との比較を含む）について、
図を用いて文章により説明
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○沢等の流量予測結果（渇水期（11月））：トンネル掘削完了後恒常時

「１ 生物多様性の保存に関わる基本的考え方 （３）」（見解）

東俣堰堤西俣堰堤

非常口

非常口

0.31 m3/s
0.23 m3/s
0.15 m3/s

0.07 m3/s
0.03  m3/s
0.02 m3/s

0.06 m3/s
0.06 m3/s
0.03 m3/s

0.36 m3/s
0.15 m3/s
0.06 m3/s

田代ダム取水堰

0.33 m3/s
0.11 m3/s
0.05 m3/s

0.23 m3/s
0.13 m3/s
0.09 m3/s

0.15 m3/s
0.12 m3/s
0.09 m3/s

0.13 m3/s
0.14 m3/s
0.04 m3/s

←名古屋方

品川方→

0.12 m3/s
0.06 m3/s
0.02 m3/s

0.33 m3/s
0.15 m3/s
0.15 m3/s

0.08 m3/s
0.09 m3/s
0.08 m3/s

2.15 m3/s
2.08 m3/s
2.08 m3/s

注： 各沢等の流量について、渇水期調査として、平成26年度から
毎年度11月に調査を行っているため、11月の結果について記載。

※1 平成26年度～30年度の渇水期調査（11月）の実測流量平均値。
※2 当該時点の11月の予測流量平均値。流量予測値は、吹き付け

コンクリート、防水シート、覆工コンクリート及び薬液注入等を実
施していない条件で算出。

：計画路線
：非常口
：導水路トンネル

：高橋の方法による
予測検討範囲

【沢等の流量（渇水期） 】
上段：現況流量（実測平均値※１）
中段：工事着手前の流量（予測値※２）
下段：トンネルがある場合の完成後の流量（予測値※２）

0.25 m3/s
0.12 m3/s
0.07 m3/s
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「１ 生物多様性の保存に関わる基本的考え方 （３）」（見解）

・沢等の流量予測は、吹き付けコンクリート、防水シート、覆工コンクリート
及び薬液注入等を実施しない条件で実施し、前頁のとおり、高橋の方法
による予測検討範囲外での沢では流量の変化は見られませんが、予測
検討範囲内となる一部の沢において流量が減少する結果となっています。

・トンネル掘削中は、沢等における水位、流況の常時確認等を行うとともに、
次頁に示す「先進ボーリング湧水量を用いたリスク管理」を行いながら、
慎重に工事を進めてまいります。

・リアルタイムのモニタリングに限界がある一方、沢の流量への影響が生じ
てからでは、希少な動植物への環境保全措置が間に合わないおそれが
あることから、事前の代償措置等についても検討・実施してまいります。

・なお、沢等の近傍以外の大部分の範囲の植生については、雨水起源の
土壌水で生育すると考えられるため、高橋の方法による予測検討範囲内
における植生全体の生育環境が大きく変化することはないと考えていま
す。

○沢等の流量予測結果について
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（参考）先進ボーリング湧水量を用いたリスク管理

坑口側

②トンネル掘削は管理値に達した地点手前で一時中断。
・コアボーリングなどを実施し、地質等の詳細を確認するとともに、破砕帯等へ薬液注入などの補

助工法の実施により、短期間での急激な湧水の増加や急激な自然環境の変化が起きないよう
に制御。周辺の沢等の流量及び動植物の生息・生育状況を重点的に確認。

①管理値に達した地点で、直ちに先進ボーリングを停止。
・トンネル掘削に備えた補助工法等の検討を行うとともに、周辺の沢等の流量及び動植物の生
息・生育状況を重点的に確認。

破
砕
帯
等

坑口側

破
砕
帯
等

③状況をよく確認してトンネル掘削を再開。
・補助工法等の対策実施後、その効果やボーリング等からの湧水量が減少していること、周辺の
沢等の流量及び動植物の生息・生育状況を確認しながら、慎重に掘削を再開。

坑口側

破
砕
帯
等

先進ボーリングマシン 先進ボーリング

先進坑
コアボーリング

薬液注入箇所先進ボーリングマシン 先進ボーリング

先進ボーリングマシン 先進ボーリング 薬液注入箇所

先進坑

本坑は、先進坑における補助工法の効果を踏まえて掘削
194

「１ 生物多様性の保存に関わる基本的考え方 （３）」（見解）



「１ 生物多様性の保存に関わる基本的考え方」

事項の内容

(６) 調査やモニタリングの内容・質を担保するため、技術者の配
置等体制の明確化
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「１ 生物多様性の保存に関わる基本的考え方 （６）」（見解）

・動植物に関する事後調査、モニタリングについては、コンサルタント会社の社員
等が実施することを考えていますが、それぞれの調査に精通したものが調査を
行ってまいります。

・調査計画については、専門家にご助言を頂きながら策定します。また、調査結果
を専門家にご報告のうえ、必要により調査計画の見直し等を行っていきます。

・具体的な調査計画は、環境保全連絡会議生物多様性専門部会へご説明し、ご
意見を踏まえたうえで調査を行ってまいります。

○動植物調査に関する体制等について

図 動植物調査に関する体制（イメージ）

静岡県
（専門部会）

ＪＲ東海コンサル会社専門家

①調査計画（案）策定②調査計画（案）
確認

⑤調査実施

③調査計画（案）
④調査計画策定

⑥調査結果整理・考察

相談

助言

意見等

説明

⑦追加の調査計画・保全措置（案）の策定

フィード
バック

⑧調査結果、計画（案）
確認

相談

助言

⑩追加の調査計画・保全措置の策定
意見等

説明

⑨調査結果、計画（案）※静岡市の動植物調査結果も
活用していく。
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「１ 生物多様性の保存に関わる基本的考え方」

事項の内容

(７) 生態系の早期の復元を図るため、生態系に重要な影響を与
える昆虫類が生息する河畔林のうち、既に復元が可能な箇所
を工事と平行して河畔林の復元を実施するための具体的な緑
化計画の作成
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「１ 生物多様性の保存に係る基本的考え方 （７）」（見解）

・準備工事において、必要な伐採を行った西俣ヤードをモデルとし、工事
と平行して河畔林の復元を進めてまいります。

・当該地域の河畔林として主要種であった、ヤナギ類やハンノキ等による
緑化計画を進めてまいります。

・復元に必要な種子や挿し木等の採取場所、苗木等の育成・保管場所等
の具体的な緑化計画については、植物の専門的な知識を要するため、
専門家の意見を伺いながら進めてまいります。

・緑化計画については、地権者や自治体のご意見を踏まえ確定させてま
いります。

オオバヤナギ タニガワハンノキ

※写真は南アルプス 大井川上流の自然（著者 増沢武弘）より抜粋
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○河畔林の復元について



「２ 減水量の計測」

事項の内容

(３) 西俣非常口より上流部の生物を守るための具体的措置

199

・西俣付近の渇水期（12月～2月）の工事

中の河川流量予測結果は、西俣非常
口の上流、下流のいずれの地点も西俣
堰堤の河川維持流量の0.12m3/秒を上
回る結果となっています。

・トンネル掘削においては、吹付コンク
リート、防水シート、覆工コンクリートを
施工し、必要により薬液注入等を実施
することで流量への影響を低減してい
きます。

・今後も西俣や木賊付近等で河川流量
の常時計測を実施し、西俣非常口付近
の河川において西俣取水堰の河川維
持流量程度までの著しい流量の減少
傾向が見られた場合などには、動植物
の生息・生育環境の保全のために、西
俣非常口からトンネル湧水を西俣川へ
流すこととします。

○西俣付近の流量予測結果について

西俣川

大井川

←名古屋方

品川方→

千石非常口

椹島

西俣非常口

図 西俣非常口からのポンプアップ

：自然流下
：ポンプアップ

〔河川流量事後調査〕
：常時計測 （３地点）

01：西俣堰堤上流

：河川流量予測地点

流量予測値（渇水期）：０．７８m3/s

0２：田代ダム上流

流量予測値（渇水期）：２．４６m3/s

「２ 減水量の計測 （３）」（見解）
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「２ 減水量の計測 （３）」（見解）

・西俣非常口より上流域へ湧水を流すためには、新たに大掛かりな
深井戸などの揚水設備やポンプアップによる導水設備が必要となり、
また、設備の設置に伴い伐採や造成等が発生するなど、更なる環
境負荷がかかることから、現実的な対策ではないと考えています。

・西俣非常口上流部の生態系に対する対応としては、流量減少の低
減措置を実施したうえで、専門家にご助言を頂きながら移殖等を実
施することや、移殖等が困難な場合には、イワナ類の増殖・放流事
業への協力等や生物多様性オフセットの考え方も参考にした事前
の代償措置を静岡県、静岡市等関係市町、専門家及び地元関係者
等のご協力を得ながら進めていきたいと考えています。なお、現在、
専門家や静岡県等にご相談しながら検討を進めているところであり、
代償措置の具体的な内容については、別途ご報告させて頂きます。
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○西俣非常口上流部の対応について

「４ 濁水等処理」

事項の内容

(１) ＪＲ東海は、河川に放流する排水の管理基準を浮遊物質量
(SS)25mg/L以下としているが、大井川源流域河川の清澄な水
の(SS)は、1mg/L以下である。(SS)25mg/Lの現管理基準では、

底生生物に大きな被害を及ぼすものと推測される。より厳しい
自主管理基準の設定及びその対策
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「４ 濁水等処理 （１）」（見解）

・濁水処理設備の計画は、「４ 濁水等処理 （２）」（見解）に記載して
います。

・浮遊物質量(SS)25mg/Lは、環境基準値を管理値としており、排水
基準よりも厳しい値で管理していく予定です。

・一方、静岡県からのご意見でもあるとおり、大井川源流域河川は
清澄な水の状態であることを認識しております。ひとつの取り組
みとして、トンネル湧水のうち清濁分離処理により分離された清
水（きれいな水）と、濁水処理設備で処理を行った後の処理水を、
河川に放流する前に合流させることで、SSの希釈、低減を図って
いきます。
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〇（参考）濁水処理フロー図と清水の混合イメージ

フィルタープレス

㈱楢崎製作所HPより

濁水処理設備

㈱東洋製作所HPより

・泥水に薬液を混ぜて泥
など沈殿させる。

・汚泥を脱水する。

「４ 濁水等処理 （１）」（見解）

清水

清水混合
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「４ 濁水等処理」

事項の内容

(２) いかなる状況においても有害物質や濁水が河川に流れ出す
ことのないよう、清水と濁水を分離する濁水処理設備の能力
は、突発湧水時に対応できる配置計画とする必要があるので、
施工計画と併せてその内容を具体化
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○トンネル坑口から河川までの湧水の流し方

図 トンネル湧水の濁水処理の流れ（イメージ）

トンネル

ヤード

水槽

濁水処理
設備

：排水の流れ

・トンネル掘削工事から発生する濁水、アルカリ排水は、処理設備に
より処理をして河川へ放流します。

写真 濁水処理設備の例

「４ 濁水等処理 （２）」（見解）
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〇（参考）濁水処理フロー図と清水の混合イメージ

フィルタープレス

㈱楢崎製作所HPより

濁水処理設備

㈱東洋製作所HPより

・泥水に薬液を混ぜて泥
など沈殿させる。

・汚泥を脱水する。

「４ 濁水等処理 （２）」（見解）

清水

清水混合
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「４ 濁水等処理 （２）」（見解）
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・濁水処理設備は、突発湧水が発生した場合においても対応できるように、
先進ボーリングで前方の湧水の状況を把握しながら事前に設備配置を
行ってまいります。

・トンネル掘削時は、トンネル湧水を清水と濁水に分離処理を行うことで、
濁水処理の量を低減させながら工事を進めていきます。

・トンネル全体（本坑、先進坑、非常口）湧水量の管理値3m3/秒に相当す
る湧水量の処理をするために必要な設備は、湧水の全てが濁水とした
場合に、濁水処理設備（300m3/時）が36基必要となります。

・処理設備は、トンネル坑内を利用して分散して配置することにより、仮に
3m3/秒のトンネル湧水が発生した場合も必要な設備を設置することが可
能です。

・トンネル工事完了後の当面の間は、濁水やコンクリート構造物からのア
ルカリ排水が湧出することが考えられますが、排水が定常的な状態にな
るまでの間は、処理設備を設置し、処理をして河川へ放流します。

○濁水処理設備の配置について



本坑・先進坑

椹島

品川方→

←名古屋方

大井川

静岡県

山梨県

長野県

大井川

計：約１．２m3/秒
⇒１４基

西俣川

計：約１．０m3/秒
⇒１２基

：本坑・先進坑
：斜坑
：導水路トンネル

：濁水処理設備

西俣斜坑

千石斜坑

記載の数字は、設備基数を示す

１４

１２

トンネル掘削工事完了時点

１０

計：約０．８m3/秒
⇒１０基

○濁水処理設備の配置（3m3/秒の濁水を処理する場合）
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「４ 濁水等処理 （２）」（見解）

・トンネル掘削時は、トンネル湧水をできる限り、きれいな水（清水）と濁りが生じた
水（濁水）とに分離させ、濁水処理の量を低減させます。これにより濁水処理設備
の処理能力に余裕を持たせます。

・具体的には、トンネル掘削箇所付近で発生する濁水と、トンネル掘削箇所より後
方区間の地山から湧出する清水が混合しないようにします。

・トンネル掘削箇所付近で突発湧水が発生した場合においても、濁水処理できるよ
うに、先進ボーリングで前方の湧水の状況を把握しながら、事前に濁水処理設備
の配置を行ってまいります。

※国土交通省HP コスト構造改善の知恵袋をもとに作成

トンネル

○清濁分離処理の実施

「４ 濁水等処理 （２）」（見解）

図 清濁分離のイメージ図

水質を確認のうえ放流
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切
羽

濁水処理設備

掘削工事により
発生する濁水

清水 濁水、清水が混合しないように排水

pH処理設備



「６ 発生土対策」

事項の内容

発生土置き場における濁水等の処理は、ＪＲ東海からは具体的
な図面等は示されていない。調整池等の規模や能力が十分であ
るかを確認するため、緑化計画と併せて、平面図と立面図を用い
た計画内容の（文章による）明確化
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・発生土置き場の候補地は、過去に伐採が行われた範囲の中で、できる限り過去に
電力会社が使用した工事ヤード跡地や人工林等から選定しました。また、工事用
車両の運行による影響を低減するため、非常口からできる限り近い箇所を選定し、
環境影響評価準備書の段階において、お示ししました。

・その後、準備書に対する静岡県知事意見において、扇沢源頭部の発生土置き場
の安全性に関するご意見があり、扇沢源頭部の発生土置き場を回避することで環
境への影響の回避及び低減（植物重要種の生育地回避、改変区域の縮小など）を
図られることから、扇沢源頭部の発生土置き場を回避し、燕沢付近を中心とする発
生土置き場計画としました。また、地元井川地区からの要望を踏まえ、剃石付近も
発生土置き場の候補地として検討を進めています。

○発生土置き場の計画（１）

評価書に記載した計画
扇沢源頭部を回避した計画

（現計画） 212

「６ 発生土対策」（見解）



・現時点では、発生土置き場候補地のうち、燕沢
及び藤島沢並びに剃石付近の発生土置き場を
優先して使用する計画としています。その他の
箇所の活用は、今後、関係者の意見や協力を
仰ぎながら、安全性や環境への配慮の詳細に
ついても引き続き検討し、発生土置き場の計画
が具体化していく中で決定していきます。

・発生土置き場の設計は、土砂崩壊などが起きな
いよう地質調査に基づき安定した地盤の上に発
生土を置き、法面の勾配や擁壁、排水設備の構
造も、「静岡県林地開発許可審査基準及び一般
的事項」に基づき設計し、さらに安全性を高める
ため、耐震の考え方などで鉄道や道路の設計
基準も一部で適用しながら、安全な計画としま
す。

・発生土置き場の維持管理は、工事完了後も将来
にわたって当社が責任を持って行っていきます。

○発生土置き場の計画（２）

「６ 発生土対策」（見解）

：計画路線
：非常口
：発生土置き場候補地

図 発生土置き場候補地の位置平面図

燕沢付近

剃石付近

千石非常口

西俣非常口

品川方

名古屋方
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藤島沢付近

下木賊沢付近

胡桃沢付近

中ノ宿沢付近
紅葉沢付近

写真① 写真③

発電所工事
工事施工ヤード跡地

ドロノキ群落を含む河畔林 樹木の植生状況

写真② 保安施設地区

①
③
②

「６ 発生土対策」（見解）
○燕沢付近の発生土置き場の計画
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・ドロノキ群落を避けて計画しました。
・上流側は、官民境界から約１０ｍセットバックすることで、河畔林を保全し、動植物及び
景観への影響を回避、低減しました。

・下流側は、保安施設地区及び樹木の植生状況を考慮し、過去に発電所工事において
工事施工ヤードとして使用した跡地を中心に計画しました。

・なお、下流側については、令和元年台風19号による流出に伴い、計画の必要な見直しを
検討します。



治山ダム発生土置き場

「６ 発生土対策」（見解）

○燕沢と発生土置き場の位置関係

215

・発生土置き場は、燕沢を避けて計画しています。なお、燕沢は、林

野庁により設置された治山ダムによって、台風や大雨の時に土砂が
一度に流れ出さないように土砂を貯めるとともに、斜面崩壊を防ぐ
対策が取られているので、台風や大雨時においても燕沢からの土
砂流出による大きな影響は避けられるものと考えております。

「６ 発生土対策」（見解）

216

令和元年10月16日撮影（令和元年台風第19号通過後）

発生土置き場設置範囲
（燕沢より上流側）

○燕沢と発生土置き場の位置関係

上流側

・令和元年台風第19号により、燕沢上部から流出した土砂が燕沢と大井

川が交差する箇所周辺に堆積したことが確認されていますが、発生土置
き場設置範囲（燕沢より上流側）への流入量は、軽微であると考えてい
ます。なお、詳細については、測量等により確認します。

燕沢より下流側
が台風にて流出

土砂堆積範囲

下流側



上流側下流側

約600m

約
3
0
0
m

現況林道

図 燕沢付近の発生土置き場（平面図）

盛土容量:約３６０万m3

○燕沢付近の発生土置き場の設計

：官民境界

：ドロノキ群落

：盛土

：付替え林道

：坂路

：沈砂池

：排水設備

・排水施設やのり面勾配等の設計は、「静岡県林地開発許可審査基準及
び一般的事項」等に基づき実施しました。
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「６ 発生土対策」（見解）

1370
1360
1350
1340
1330
1320
1310
1300
1290

坂路（W=4m）
付替え林道
（W=8m）

坂路（W=4m）

段切り（60cm程度）

0 50 100 150 200 250 300

約65m

現林道

発生土置き場は、段切りの実施や各層毎（30cm程度）において十分な転圧・締
固めを行うこと等により、安定性を確保します。

上流側から見た断面図（Ａ’－Ａ）

・排水施設やのり面勾配等の設計は、「静岡県林地開発許可審査基準及
び一般的事項」等に基づき実施しました。

218

A

A’

上流側下流側
平面図

「６ 発生土対策」（見解）
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「６ 発生土対策」（見解）

のり面工
（流出防止対策）

小段
2m～4m

Hmax=2.5m

約30°

排水施設（U型側溝）

5.0m

5.0m

排水施設（有孔管）
（湧水箇所等に敷設）

基盤排水層

・排水施設やのり面勾配等の設計は、「静岡県林地開発許可審査基準及
び一般的事項」等に基づき実施しました。

※静岡県林地開発許可審査基準及び一般的事項に基づく、10年確率短時間降雨強度

盛土のり尻部の標準断面図

・小段やのり面工を設置することにより、盛土の流出を抑制します。
・排水施設は、100mm/時程度の降雨時※にも対応できる設備となります。
・小段毎に排水溝や集水枡を設置するほか、縦排水により雨水を発生土に浸透する前に沈
砂池に集めることにより、濁水の発生自体を抑制してきます。
・沈砂池は、工事中定期的に点検し、大雨なども考慮して浚渫などの整備を行うことで性能
を維持するとともに、処理状況を定期的に確認します。

Ｂ1
（ｍ）

Ｌ1
（ｍ）

Ｂ2
（ｍ）

Ｌ2
（ｍ）

Ｂ3
（ｍ）

Ｌ3
（ｍ）

Ｈ1
（ｍ）

Ｖ（設計貯砂容量）

（ｍ3）

沈砂池Ａ 1.00 1.00 4.00 4.00 8.00 8.00 1.50 12.8
沈砂池Ｂ 1.00 6.00 6.00 11.00 10.00 15.00 2.50 90.0
沈砂池Ｃ 3.00 9.50 8.00 14.50 12.00 18.50 2.50 180.6

沈砂池Ｃ
沈砂池Ｂ

沈砂池Ａ

○燕沢付近の発生土置き場の沈砂池

B3

放流口=1.0m
沈降深度=1.0m

H1

B1

B2

４５°

・発生土置き場の沈砂池は、「静岡県林地開発許可審査基準及び一般的
事項」に基づき設計し、配置します。
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：設計貯砂範囲

「６ 発生土対策」（見解）



・「静岡県林地開発許可審査基準及び一般的事項」に基づき実施しました。
また、水平設計震度等については、鉄道の基準を用いて照査しました。

・盛土高さ：約65m ・盛土勾配：1：1.8
・水平設計震度 Kh=0.26 (林地開発許可基準の場合 Kh=0.12)

照査値 ＝ 0.815 ≦ 1.0 （OK）
半径 R ＝ 171.50（m）
抵抗モーメント MR ＝ 5990726.5 （ｋN・m）
起動モーメント MD ＝ 4882247.5 （ｋN・m）

〇燕沢付近の発生土置き場における盛土の安定計算

0m

50m

100m

50m 100m 150m 200m 250m 300m 350m 400m
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発生土置き場は、地質調査ボーリングのデータに基づき安定計算を行い、地
震が発生した場合でも、崩れないことを確認しています。

発生土置き場

起動モーメントより、抵抗
モーメントの方が大きい

：想定すべり面

砂質土
岩盤

「６ 発生土対策」（見解）

計
画
ス
テ
ッ
プ
（
一
部
、
市
民
参
加
）

実
施
内
容

工事前準備 盛土の実施 盛土の維持管理・モニタリング

• 基本方針の策定
• 樹種の選定
• 苗木用プラントの整備

• 土壌基盤の造成
• 苗木の管理
• 侵食防止対策
• 植栽パターンの決定

• 生育状況の調査
• 除伐計画の策定
• 草木類の調査

播種

種子の搾取

苗木の育成

植樹

保育作業（下刈り等）

除伐

潜在自然植生の回復

○発生土置き場の緑化計画（市民参加型の緑化事業《イメージ》）

・具体的な緑化計画については、現在、専門家や地権者等の関係者と
ご相談のうえ、検討を進めており、計画ができ次第、提示させて頂きます。

「６ 発生土対策」（見解）
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「７ 代償措置」

事項の内容

トンネル掘削工事によって、生物多様性に影響が出るリスクが高
い。影響の回避、低減、復元、代償、補償という段階に従って、ま
ずは、回避、次に低減を考え、代償、補償は、最終の手段とする
代償の考え方についての記載

223

・環境影響評価書に記載のとおり、環境保全措置の検討にあたっ
ては、環境への影響を回避又は低減することを優先し、これらの
検討結果を踏まえ、必要な場合に本事業の実施により損なわれ
る環境要素の持つ環境の保全の観点からの価値を代償するた
めの代償措置を検討・実施することとしています。

・上記の内容を引き続き認識のうえ、工事を進めてまいります。

○環境保全措置に対する当社の基本的考え

「７ 代償措置」（見解）
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